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【主論文審査結果の要旨 】

著者 らは論文において下記の 内容を述べている 。

【背景 】

新型コロナウイルス感染症 (thecoronavirus disease-2019、以下 COVID-19)に罹患

した患者では、過凝固となる為、静脈血栓塞栓症 (venousthromboembolism、以下VTE)を発

症するリスクが高いと報告されている。また COVID-19からの回復後でも、致死的な肺血栓塞栓

症や深部静脈血栓症 (deepvenous thrombosis、以下 DVT)発症のリスクは依然高いと報告され

ている。精神疾患患者では、抗精神病薬による過凝固状態や身体拘束などの要因により VTEの高

リスクであるため、 COVID-19を発症した場合には VTEのリスクが更に高まると推察される。し

かしながら、 COVID-19発症後の精神疾患患者における VTEの有病率およびリスク因子について

の報告はされていない。

【目的 】

精神疾患で入院中の患者における、 COVID-19発症後の中枢型 DVTの有病率と、

その患者の臨床的特徴について検討すること 。

【方法】

2020年 8月か ら 9月にかけて COVID-19のクラスターが発生した本邦の精神科病院で、

COVID-19罹患後の患者 50名に対してポータブルエコーを用いて中枢型 DVTの有無を診断し、

その有病率と患者の臨床的特徴について検討を行った。主要評価項目は中枢型 DVTの有病率とし

た。また中枢型 DVTの有無で、 2群（中枢型DVT患者群と非 DVT患者群）に分け、臨床的特徴

について比較した。DVT以外の患者の情報に関しては、カルテ及びCOVID-19治療を行った急性

期病院からの情報を収集した。



【結果］

中枢型 DVTは、 10.0%(5名）の患者で認めた。 COVID-19の重症度別での中枢型 DVTの有

病率は、軽症例で 5.6%、中等症例で 18.2%、重症例で 33.3%であった。予防的抗凝固療法は全体

の22.0%で行われており、COVID-19の重症度別での予防的杭凝固療法実施率は、軽症例で 16.7%、

中等症例で 18.2%、重症例で 100%であった。このことより、中枢型 DVTの有病率は予防的抗凝

固療法が行われているにも関わらず、重症例では比較的高いことが示された。中枢型 DVT患者群

では、非 DVT患者群と比較し、有意に体重が低く (p=0.049) 、経過中の最大 D-dimer値と

IMPROVE (International Medical Prevention Registry on Venous 

Thromboembolism) VTE scoreが高値であった（それぞれ p=0.03,p=0.03)。

本論文は、本邦での COVID-19罹患後の精神疾患入院患者における中枢型 DVTの有病率が

10.0%と高く、特に COVID-19重症例、低体重、 D-dimer及びIMPROVEVTE score高値が、有

病率の増加に寄与した可能性を示し、 COVID-19発症後の VTE管理を行う事の重要性を示唆した

論文であり、学術上きわめて有益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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